
第 85号　可児市文化協会

事
業
・
予
算
・
役
員
決
定

　

新
緑
の
心
地
よ
い
季
節
の
中
、
四
月
二
十
六
日
に

令
和
七
年
度
総
会
が
可
児
市
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
に

於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
冨
田
成
輝
可
児
市
長
、

澤
野
伸
市
議
会
議
長
、
堀
部
好
彦
教
育
長
、
篭
橋
義

朗
ア
ー
ラ
館
長
を
は
じ
め
と
し
、
小
池
市
民
文
化
部

長
、
藤
本
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
長
、
各
務
事
務
局
長
の
皆

様
を
お
迎
え
し
、
心
温
ま
る
ご
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

　

冨
田
市
長
か
ら
は「
文
化
・
芸
術
の
町
、可
児
市
で

そ
れ
を
支
え
る
若
い
方
た
ち
も
参
加
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
最
近
の
物
価
高
騰
の
中
、

円
安
の
影
響
な
ど
で
海
外
か
ら
の
お
客
様
が
増
え
て

い
て
日
本
に
興
味
や
あ
こ
が
れ
を
持
っ
て
お
ら
れ

る
。
自
分
た
ち
が
努
力
し
て
楽
し
む
と
同
時
に
日
本

の
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
、
そ
ん
な

役
割
が
求
め
ら
れ
て
く
る
。
文
化
協
会
が
発
展
し
て

活
動
が
続
け
て
い
け
る
よ
う
願
っ
て
い
る
。」

　

篭
橋
館
長
か
ら
は
「
文
化
に
対
す
る
団
体
と
し
て

長
い
歴
史
を
持
っ
た
文
化
協
会
の
協
力
の
下
に
ア
ー

ラ
が
開
館
し
て
二
十
三
年
経
過

し
た
。会
員
数
の
減
少
の
中
、市

民
の
活
動
を
支
援
さ
せ
て
頂
き

な
が
ら
使
い
易
い
劇
場
を
目
指

し
て
、
こ
れ
か
ら
の
若
い
人
達

が
活
発
に
心
の
豊
か
さ
を
醸
成

（2）

会　

長　
　

成
松　

誠
一　
　

邦
楽
部

副
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出
口
久
美
子　
　

書
道
部

書
記
長　
　

加
藤　

雪
子　
　

邦
楽
部

書
記
補　

※
稲
垣　

隆
子　
　

邦
楽
部

会
計
長　
　

千
藤　

伸
寿　
　

洋
楽
部

理　

事　
　

千
藤　

敦
子　
　

洋
楽
部

　

〃　
　
　

和
田　

豊
子　
　

書
道
部

監　

事　
　

伴
野　

鉦
三　
　

書
道
部

　
　
　
　

※
は
、
理
事
兼
任

で
き
る
よ
う
な
環
境
を
一
緒
に
作
っ
て
い
き
た
い
。」

　

総
会
は
、
会
員
数
一
〇
五
名
に
対
し
て
、
出
席
者

五
一
名
、
委
任
状
提
出
者
三
三
名
、
合
計
有
効
人
数

八
四
名
で
、
会
則
第
十
二
条
に
定
め
る
会
員
総
数
の

三
分
の
二
以
上
を
確
保
す
る
事
が
で
き
成
立
し
ま
し

た
の
で
、
次
の
事
項
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

①　

令
和
六
年
度
事
業
報
告
と
決
算
報
告

　

②　

令
和
七
年
度
事
業
計
画
と
予
算
案

　

③　

本
部
役
員
の

　
　
　

承
認
、
人
事

　

こ
れ
ら
の
議
案
に

つ
い
て
審
議
頂
き
、

監
査
報
告
の
後
、
令

和
七
年
度
の
事
業
計

画
案
並
び
に
予
算
案

と
も
に
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
新
役
員
も
下

記
の
と
お
り
選
出
さ

れ
、
無
事
終
了
し
ま

し
た
。

　

皆
様
の
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

各
委
員
会
役
員

　

会　

報　

委　

員

　
　
　

本　

部　
　

出
口
久
美
子　
　

　
　
　
　

〃　
　
　

千
藤　

伸
寿　
　
　

　
　
　

邦
楽
部　
　

渡
辺　

和
子　
　
　

　
　
　

洋
楽
部　
　

千
藤　

伸
寿　
　
　

　
　
　

書
道
部　
　

出
口
久
美
子

　

研　

修　

委　

員　

　
　
　

本　

部　
　

稲
垣　

隆
子

　
　
　

邦
楽
部　
　

渡
辺　

和
子

　
　
　

書
道
部　
　

伴
野　

鉦
三

　

㏋　

委　

員　
　

　
　
　

本　

部　
　

出
口
久
美
子

　
　
　

邦
楽
部　
　

加
藤　

雪
子

　
　
　

洋
楽
部　
　

千
藤　

伸
寿

　
　
　

書
道
部　
　

出
口
久
美
子

　

以
上　

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。



第 85号　可児市文化協会（3）（3）

　可児市文化協会は芸術文化の振興、文化水準の向上を目的とし
て活動しております。今後とも文化協会の活動を継続し、郷土の文
化、芸術の発展と地域の活性化のために努力してまいります。何卒
私共の主旨にご賛同いただき、是非とも「賛助会員」となって、側
面からのご支援とご協力を賜りたいと存じます。
※賛助会員の年会費
○年会費は、１口３，０００円です。何口でもご支援ください。
※賛助会員の特典
○賛助会員になっていただいた皆様には、邦楽部・洋楽部の発表
　会へのご案内及び、書道部の作品展へのご案内をいたします。
○「可児市文化協会ホームページ」への掲載と、賛助会員様への
　リンクを設定します。
　上記の他に、「文化協会会報」へ賛助会員様の社名・個人名を
　掲載いたします。

☆カヤバ株式会社様 ☆きもの処 美のり様
☆タイヤ館 可児店様 ☆せんら珈琲 可児店様
☆有限会社 日生様 ☆カフェレスト 花泉様
☆可児かまど本店様 　　　　　　　（順不同）

 部門名 総  数 個人会員 団体会員

 62 0 62

 13 13 0

 21 0 21

 96 13 83

邦楽部

洋楽部

書道部

合 計 

（令和 7 年 8月末現在）

 項　　　　目 本年度予算 前年度実績 増　　 減 備　　 考

 項　　　　目 本年度予算 前年度実績 増　　 減 備　　 考

 前 年 度 繰 越 金 405, 530 444, 151 －38, 621
 会 　 員 　 会 　 費 141, 200 141, 200 0 
 公　的　補　助　金 800, 000 800, 000 0 可児市助成金
 賛　助　会　員　費 48, 000 48, 000 0 3000円×16口
 特　別　積　立　金 0 0 0 
 事　業　参　加　費 150, 000 179, 000 －29, 000 
 雑　　　収　　　入 0 0 0 利息、その他
 計 1, 544, 730 1, 612, 351 －67, 621

 事　　　業　　　費 500, 000 374, 561 125 439 
 部　門　助　成　金 400, 000 359, 000 41, 000 部門年間助成金
 部　門　活　動　費 100, 000 20, 000 80, 000 特別活動助成金
 研　修　助　成　金 150, 000 186, 031 －36, 031 研修旅行助成
 広　　　報　　　費 150, 000 140, 380 9, 620 会報、ホームページ
 消 　 耗 　 品 　 費 50, 000 15, 404 34, 596 印刷、コピー  等
 通　　　信　　　費 5, 000 446 4, 554 切手、はがき  等
 会　　　議　　　費 50, 000 0 50, 000 湯茶等
 総　　　会　　　費 130, 000 110, 999 19, 001 会場費、総会資料
 雑　　　　　　　費 3, 000 0  3, 000
 予　　　備　　　費 6, 730 0  6, 730
 返　　　還　　　金 0 0 0 
 繰　　越　　金（残） 0 405, 530 －405, 530
  計 1, 544, 730 1, 612, 351 －67, 621

（単位：円）

（単位：円）

一 般 会 計
　（収入の部）

　（支出の部）



第 85号　可児市文化協会 （4）（4）

　

邦
楽
部
発
表
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　

渡
辺　

和
子

　

昨
年
は
文
化
協
会
邦
楽
部
「
音
・
唄
・
舞
」
の
発

表
会
を
盛
会
に
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
と
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
員
が
減
少
す
る
中
、
多
く
の
お
客
様
に
足
を
運

洋楽部音楽会風景

西川流三寿生ゆりの会

琴艶会合奏部

　

洋
楽
部
活
動　

  　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　

千
藤　

伸
寿

　

平
素
は
洋
楽
部
の
活
動
に
ご
協
力
頂
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
洋
楽
部
の
会
員
が
個
人
会
員

の
み
に
な
り
十
年
と
な
り
、
随
分
と
時
が
経
ち
ま
し

た
。
演
奏
会
の
会
場
も
小
劇
場
か
ら
ロ
フ
ト
へ
と
縮

小
し
開
催
を
し
て
お
り
ま
す
。
少
人
数
と
な
り
メ

リ
ッ
ト
も
あ
れ
ば
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。
人
数

ん
で
い
た
だ
け
た
こ
と
は
私
た
ち
に
と
っ
て
、
大
き

な
励
み
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
一
歩
一
歩
進

化
発
展
し
て
い
く
こ
と
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
発
表
会
は
十
二
月
二
十
一
日
（
日
）、

ア
ー
ラ
小
劇
場
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。
会
員
一
同

頑
張
っ
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
と
も
足
を
運
ん
で
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

現
在
、
邦
楽
部
は
六
団
体
で
活
動
し
て
お
り
ま

す
。
詩
吟
・
箏
（
二
団
体
）
・
大
正
琴
・
日
本
舞
踊

（
二
団
体
）
で
す
。



第 85号　可児市文化協会（5）

帷子地区センターまつり

　

書
道
部
の
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
部
長　

出
口 

久
美
子

　

可
児
市
文
化
協
会
は
創
立
四
十
二
年
目
に
入
り
、

各
部
門
の
年
齢
層
も
高
齢
に
な
っ
て
き
て
い
る
中
、

日
本
文
化
の
一
つ
で
あ
る
書
道
を
学
び
な
が
ら
日
々

研
鑽
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

書
道
部
で
は
、
年
に
一
度
講
座
を
企
画
し
て
今
年

度
は
写
経
を
勉
強
し
ま
し
た
。
般
若
心
経
の
全
文
を

書
く
こ
と
で
無
我
の
境
地
に
な
り
心
を
落
ち
着
か
せ

て
く
れ
ま
す
。
全
文
書
く
の
に
一
時
間
か
ら
一
時
間

半
か
か
り
ま
す
が
昨
今
の
混
沌
と
し
た
世
相
か
ら
離

れ
て
心
を
無
に
す
る
こ
と
で
気
持
ち
が
洗
い
流
さ
れ

ま
す
。
写
経
を
書
く
に
あ
た
っ
て
は
作
法
が
あ
り
、

ま
ず
は
心
を
落
ち
着
か
せ
て
姿
勢
を
正
し
て
書
写
す

る
こ
と
で
す
。
写
経
は
宗
教
的
な
意
味
だ
け
で
な

く
、
書
道
の
「
集
中
力
向
上
・
ス
ト
レ
ス
解
消
・
心

身
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
」
に
つ
な
が
り
心
の
修
行
に
な
り

編

集

後

記

　

今
年
度
も
皆
様
の
ご
協
力
の
お
陰
で
、
無
事
に
発

行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

今
後
と
も
文
化
協
会
を
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　

編
集
委
員
長　

出
口　

久
美
子

　

ご
意
見
、
活
動
状
況
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
原
稿
は
左
記
宛
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
　

可
児
市
下
恵
土　

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
内

　
　
　
　
　
　
　

文
化
協
会
会
報
編
集
委
員
会

　

連
絡
先　

出
口　
　
　
　
　
　
　

電
話
〇
五
七
四
（
六
五
）
九
二
六
九

が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
で
非
常
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成

が
楽
に
な
り
又
、
出
演
者
が
満
足
ゆ
く
持
ち
時
間
を

得
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
ロ
フ
ト

に
変
わ
っ
た
こ
と
で
お
客
様
と
の
距
離
が
と
て
も
近

く
に
感
じ
ら
れ
、
一
体
感
が
持
て
る
な
ど
良
い
こ
と

が
多
く
あ
り
ま
す
。
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
や
は

り
集
客
の
問
題
と
予
算
か
と
思
い
ま
す
。
集
客
に
関

し
て
は
今
の
と
こ
ろ
ロ
フ
ト
が
満
席
に
な
る
状
況
に

な
っ
て
お
り
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
お
聴
き
頂
い
て

お
り
、
そ
れ
ほ
ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
と
は
な
っ
て
い
な

い
よ
う
で
す
。
予
算
は
や
は
り
厳
し
い
状
況
で
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
作
成
な
ど
は
、
業
者
の
も
の
で
は
な
く
ペ

ラ
の
用
紙
で
作
る
な
ど
の
工
夫
が
必
要
で
す
。
い
つ

か
は
小
劇
場
で
と
の
声
を
会
員
や
お
客
様
か
ら
聞
き

ま
す
が
と
て
も
開
催
は
難
し
い
様
で
す

　

さ
て
、
今
年
度
の
演
奏
会
で
す
が
、
二
月
又
は
三

月
に
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
決
定
い
た
し
ま

し
た
ら
皆
様
に
周
知
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
す
。
一
文
字
一
文
字
丁
寧
に
書
く
こ
と
で
心
が
静

ま
り
ま
す
。

　

書
道
を
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
人
も
難
し
く
考
え

ず
、
一
度
虚
無
の
境
地
で
筆
を
持
っ
て
挑
戦
し
て
み

て
は
い
か
が
で
す
か
。
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